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春爛漫の季節を迎え、皆さまにはお変わりなく健やかにお過ごしのこととお喜びを申 

し上げます。 

さて、一昨年秋に始まった新型コロナウィルス感染症の世界的な流行は、既に一年以 

上の長きにわたり、各国の社会や経済に甚大な影響を与えています。鳳鳴苑、高志の郷 

でも、その感染対策に全力で取り組んで参りました。 

この新型コロナウイルス感染症は、従来の多くの感染症とは異なり、発熱等の発症以 

前に感染力の強さのピークがあるとされております。このため、身体介護が不可欠の高 

齢者福祉では、発熱等を見てからの対応だけでは、感染の侵入を防ぐことができません。 

全国の施設の事例を見ますと、最初の感染者が発症して PCR検査を行い陽性が判明した 

時点では、すでに１０人前後の２次感染が発生（ただし、その時点ではほとんどが未発 

症）していることが事後の濃厚接触者等を対象とする検査で確認されているようです。 

このため、ご入居者さま、ご家族さまには、長期にわたる面会の停止、リモート面会 

 そしてアクリル板を介しての面会など、またデイサービスをはじめとする在宅サービス 

 ご利用者さま、ご家族さまには、県外の方々との接触の際や発熱の際のご利用に関する 

 制約などにつきまして、引き続きご協力をいただいておりますことに、あらためて感謝 

 を申し上げます。 

また、こうして、ご利用者さまを経由する感染侵入がほぼ生じない状況にあることか 

ら、万一苑内に感染が侵入するとすれば、苑外の自宅と苑を行き来する職員経由となる 

可能性が高いと考え、職員には常に高い自制を求めてきているところです。長期にわた 

る自制と緊張状態を維持している職員に対しても、ここであらためて感謝の意を伝えた 

いと思います。 

最後に、地域の皆さまや関係の皆さまのご理解の下進めてまいりました新棟「いこい」

は、昨年１２月末に竣功し、令和３年１月６日に運用を開始いたしました。みなさまの 

 ご理解、ご協力には誠に感謝にたえません。 

福鳳会は、今後とも役職員一同、ご利用者さまとご家族さま、地域の皆さまの笑顔が 

ますます増えますように、微力ながら努めてまいりますので、一層のご指導、ご鞭撻と 

ご支援をたまわりますよう、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きずな 

統括施設長  向井 文雄 

基
本
理
念 

 

一
、高
齢
者
の
生
活
と
人
権
を

尊
重
し
、
公
正
で
開
か

れ
た
施
設
運
営
に
努
め

ま
す
。 

二
、高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
拠
点
施
設
と
な

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

三
、
施
設
は
、
利
用
者
の
社
会

生
活
の
場
と
し
て
位
置

づ
け
、
安
全
で
安
心
し

た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
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四
、
職
員
は
、
常
に
満
足
の
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
励

み
、
地
域
社
会
活
動
に

も
積
極
的
に
関
わ
り
、

地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。 

当苑での感染防止と感染拡大防止の取り組み

にご理解とご協力をいただき、ありがとうご

ざいます。ボランティア活動・交流会等の訪問

は県内・市内の感染状況を見ながら検討して

おります。 



 

 

＜お誕生日会①＞ 

ユニットの皆さんとケーキで 

お祝いしました。 

おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お誕生日会②＞ 

ユニットの皆さんでお祝いしました。 

おめでとうございます！ 

３月 19 日（金） 

今回の献立は、春が旬の食材を

中心としたお食事をそろえ、一

足先に春の訪れを感じました。 

 

【お知らせ】 

 暖かい日も増えてきました。 

上着やズボン等少し薄手の物をご準

備お願いいたします。 

 

面会にお越しいただきありがとうございます。 

面会は、面会予定日の土・日・祝日を除く 3 日前まで

にご予約ください。お電話や MeLL＋family の 

連絡ノートでもお伺いしております。 

ご予約お待ちしております。

＜おやつ作り＞ 

ユニットの皆さんとホットケーキ

を焼きました！ 

 そろそろ焼けたかな？ 

3 月 3 日  ひな祭り 

今日は場所を変えて、

お好きな歌を口ずさみ

ながら・・・ 

ありがとう～ 
 

 
リハビリ 

頑張ってるよ 

 
素敵なプレゼント

ありがとう 

私は令和 2 年 4 月に入職し、１年間介護職として勤めました。 

昨年１年間、「入居者様の気持ちに寄り添ったケアとは何かを考える」を 

目標としていました。直接お気持ちを伝えてくださる方もいれば、そうではない方もお

られ、気持ちを汲み取る事の難しさを感じました。そのため、日常のケアを通して入居

者様のことを知り、ちょっとした仕草や表情の変化からご本人様が何を訴えておられる

のかを考えるよう努めていました。 

今後は、生活相談員としてご家族様やその他関係機関の方々と関わる機会が多くなる

と思います。入居者様はもちろんご家族様のお気持ちも汲み取り、入居者様がその方ら

しい生活を送れますよう連携を取って参りたいと思います。 

 

生活相談員 

    田村
た む ら

 葵
あおい

 さん 

https://www.sui-sai.jp/illust/2017/12/post-67.html

